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【令和３年第３回定例会】
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　より効率的な行財政運営に　第５次行政改革 ●20

新型コロナウイルス感染症対策 ～議事堂議場（９月７日 撮影）
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どう使われたか
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
（
火
） 

か
ら
16
日
（
木
）
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

令
和
２
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
）

の
ほ
か
、
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
３
年

度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会

で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

 

※
議
案
審
議
結
果
は
10
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

令和２年度各会計収支（歳入・歳出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 80億3449万6382円 78億7847万5685円

港湾管理特別会計 1億2965万8379円 1億2827万5035円

簡易水道事業特別会計 1億2724万8094円 1億2486万9199円

下水道事業特別会計 4億4533万3299円 4億4252万1197円

国民健康保険事業勘定特別会計 10億9448万1115円 10億9050万4648円

介護保険特別会計 7億854万1726円 7億270万285円

介護サービス事業特別会計 2億7043万6651円 2億6982万8156円

後期高齢者医療特別会計 1億2272万4905円 1億2207万7708円

病院事業債管理特別会計 2億1387万5935円 2億1387万5935円

水道事業会計
収益的収支※１ 1億6450万4947円 1億5723万3862円

資本的収支※２ 0円 8697万7378円 ※３

町民１人あたりに
使われたお金
（一般会計）

約122万円

（注）３月末現在の住民基本台帳
　　人口6421人で計算したもの

※特別会計等を含めると

約174万円

※１　収益的収支～事業活動に伴い、発生するすべての収入と支出
※２　資本的収支～将来に備えて行う建設改良や、建設改良に要した借金の返済金などの収入と支出
※３　収支の不足分は、留保資金などでカバー（補てん）

チェック！チェック！

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

（万円） （人）
200

100

0

5000

0

一般会計 全会計 人口

6705 6564 6421

174

122

149

105

169

111

一般会計収入（歳入）合計 80億3449万円

依
存
財
源

自
主
財
源

町税 9億5713万3521円（11.9％）
分担金・負担金 2億709万5081円（2.6％）

使用料・手数料 2億998万4306円（2.6％）

その他収入 10億351万3352円（12.5％）

地方交付税 34億5787万4000円（43.0％）

国庫支出金（国からもらうお金）11億5050万2049円（14.3％）

道支出金（北海道からもらうお金） 2億8206万5018円（3.5％）
地方譲与税・交付金等 3億4202万3055円（4.3％）

町債（借金） 4億2430万6000円（5.3％）

令和３年
第３回
定例会

９/７～１６
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収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

80
億
３
４
４
９
万
円
（
前
年

度
比
14
・
０
％
増
）、
支
出
（
歳

出
）
合
計
額
は
78
億
７
８
４

７
万
円
（
前
年
度
比
14
・
２
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

入
の
43
・
０
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

34
億
５
７
８
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。（
前
年
度
比
６
６

６
３
万
円
の
増
）

税
収
入
は
前
年
度
比

０
・
３
％
減
の
９
億

５
７
１
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
93
・
７
％
（
昨

年
度
93
・
２
％
）
で
、
３
９

５
４
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。金

（
基
金
）
残
高
は

合
計
で
前
年
度
比
３
・

７
％
増
の
30
億
８
２
６
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

金
（
町
債
）
残
高
は

合
計
で
１
３
９
億
５

４
６
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
５
・
４
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

※
決
算
の
性
質
別
の
内
訳
を

11
ペ
ー
ジ
に
掲
載

令和２年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

30億8267万円

29億7157万円

30億2320万円

30億4003万円

28億8383万円

項　　　目 Ｒ１ Ｒ２

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を自力で調
達できる。

0.234 0.238

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金が少なく
なる。
町村では75％以下が適正とされている。

91.2％ 86.6％

実質公債費比率
高いほど、収入の多くを借金の返済に
使うことになる。
25％を超えると借金を制限される。

14.5％ 15.0％

将来負担比率
高いほど、将来の財政が圧迫される可
能性が大きい。

55.4％ 52.7％

借金（町債）残高の推移（全会計）

貯金（基金）残高の推移

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
の

令
和
２
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
山
谷
照
夫
委
員
長
）
を

設
置
し
、
９
月
10
日
に
審
査
、

16
日
に
討
論
・
採
決
し
た
結

果
、
す
べ
て
の
会
計
を
「
認

定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
月
16

日
の
本
会
議
で
討
論
・
採
決

の
結
果
、
全
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
、
国
保
事
業
勘

定
特
別
会
計
は
起
立
に
よ

る
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
10
）

町貯借

数字で見た広尾町の財政力

➡

➡

➡

➡

私たちの税金
令和２年度決算審査

収

一般会計支出（歳出）合計 78億7847万円

議会費 8379万9020円（1.1％）

総務費 13億7276万4171円（17.4％）

民生費 16億7629万7788円（21.3％）

衛生費 8億2403万1587円（10.5％）

農林水産業費 4億5682万1635円（5.8％）

商工費 4億3676万7595円（5.5％）

土木費 8億2481万8224円（10.5％）

消防費 2億8243万2052円（3.6％）

教育費 6億2659万4998円（7.9％）

公債費（借金返済） 12億9414万8615円（16.4％）

139億5462万円令和２年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

147億4534万円

156億6476万円

161億7263万円

167億9592万円

次のページは

「決算審査特別委員会」
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き
れ
ば
と
考
え
る
。
昆
布
代

金
は
全
額
町
負
担
で
あ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

過
去
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
は
。

役
場
庁
舎
電
気
室
の
変
圧

器
劣
化
改
修
工
事
を
し
た

と
こ
ろ
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
廃

棄
物
処
理
が
必
要
と
な
っ
た
。

滞
納
整
理
機
構

機
構
の
引
受
件
数
４
１

０
件
の
う
ち
帯
広
市
が

２
６
０
件
で
あ
る
。分
担
金
は

市
町
村
の
引
受
件
数
や
納
税

実
績
等
で
決
ま
る
た
め
、
見

直
し
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

機
構
は
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
て
滞
納
者
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
お
り
、
大
き
な
抑
止
効

果
が
あ
る
。
納
税
担
当
と
連
携
し
、

滞
納
者
の
納
税
意
欲
向
上
に
向

け
て
今
後
も
継
続
す
る
。

公
衆
浴
場

高
齢
者
の
利
用
は
微
減

で
あ
る
が
、
大
人
の
利

用
者
が
減
っ
て
い
る
。
集
客

を
図
る
取
組
は
。

町
外
か
ら
の
観
光
客
や

仕
事
で
来
る
方
が
減
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
人
の
利
用

者
数
も
減
少
し
た
。
今
後
、

集
客
を
図
る
方
法
を
検
討
す
る
。

熊
駆
除
奨
励
金

４
回
出
動
と
35
頭
駆
除

の
内
容
は
。

猟
友
会
メ
ン
バ
ー
に
出

動
要
請
し
た
。
ま
た
、

農
林
業
被
害
や
市
街
地
付
近

に
出
没
し
た
際
は
、
わ
な
を

設
置
し
捕
獲
や
駆
除
を
し
て

い
る
。
駆
除
の
取
り
扱
い
は

調
査
判
断
基
準
に
よ
る
。

広
域
連
携
映
画
脚
本
制
作

広
域
観
光
の
推
進
に
よ

る
映
画
「
北
の
流
氷
（
仮

称
）」
の
制
作
委
員
会
の
設

立
時
期
と
事
業
費
は
。
ま
た
、

寄
附
金
や
協
賛
金
の
資
金
集

め
の
進
捗
状
況
は
。

制
作
委
員
会
の
立
ち
上

げ
時
期
は
未
定
で
あ
る

が
、
出
資
企
業
が
増
え
た
段

階
で
幹
事
会
社
が
決
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
資
金
集
め
は

３
億
５
０
０
０
万
円
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
億

円
を
企
業
に
出
資
・
協
賛
し

て
も
ら
う
意
向
で
あ
る
。
４

町
の
取
組
で
は
、
前
年
度
ま

で
１
２
５
件
を
企
業
訪
問
し
、

４
企
業
か
ら
６
４
０
万
円
の

出
資
・
協
賛
が
あ
っ
た
。
今

後
も
企
業
訪
問
を
継
続
し
、

協
賛
金
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

十
勝
バ
ス
「
広
尾
線
」

平
均
乗
車
密
度
が
５
・

０
人
を
下
回
っ
て
か
ら
、

地
元
負
担
が
増
え
て
い
る
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
乗
車
総
数
が
減
っ
た
と
思

う
が
、
南
十
勝
を
挙
げ
て
負

担
を
緩
和
す
る
よ
う
国
と
道

に
要
望
す
べ
き
で
は
。

平
均
乗
車
密
度
が

落
ち
込
む
こ
と
に

よ
り
補
助
金
の
カ
ッ
ト

率
が
発
生
す
る
た
め
、

減
額
措
置
な
ど
撤
廃
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
南
十
勝
沿
線
市

町
村
と
連
携
し
、
補
助

制
度
の
改
善
や
要
望
の

取
組
を
行
う
と
と
も
に
、

利
用
促
進
に
つ
い
て
も

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

各
種
研
修
に
職
員
を
派

遣
し
て
い
る
が
、
新
人

職
員
は
理
事
者
と
の
意
見
交

流
も
し
て
い
る
の
か
。

人
材
育
成
は
理
事
者
も
重

要
と
捉
え
て
お
り
、
職
員

の
資
質
向
上
に
向
け
検
討
す
る
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

町
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
と

し
て
昆
布
の
注
文
が
あ
っ
た

と
あ
る
が
、
無
料
で
提
供
し

た
の
か
。

荒
川
区
の
学
校
給
食
の

食
材
納
入
業
者
に
Ｐ
Ｒ

し
た
。
基
本
は
区
内
の
小
中

学
校
に
提
供
す
る
が
、
区
外

に
も
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

一
般
会
計

決算審査

特別委員会

令和２年度決算につ

いての質疑内容を抜

粋、要約してお知ら

せします。

委 員 長　山谷照夫

副委員長　北藤利通

9/7，10，16

職
員
研
修

状況をチェック
問

問

問

問

問

問

問

問

答

答答

答

答

答 答

答

国・道補助金

平均乗車密度

沿線６市町村分
9000

6000

3000

0
H22年度 H26 H30 R2

10.0

5.0

0.0

（人）（万円）

5.0
4.5

4.1 4.0

うち広尾町負担分
23万円

1440万円 2199万円 2697万円

沿線６市町村分

うち広尾町負担分

国・道補助金

※沿線６市町村
　帯広市・幕別町・
　中札内村・更別村・
　大樹町・広尾町

平均乗車密度

十勝バス「広尾線」広尾町の負担状況

地元負担を軽減するためには地元負担を軽減するためには
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ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
使
い
道
に
、

予
算
項
目
に
は
無
か
っ

た
映
画
「
北
の
流
氷
（
仮
称
）」

の
製
作
の
実
現
等
が
決
算
に

は
あ
る
。
予
算
と
決
算
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
明
確
に

す
る
べ
き
で
は
。

過
日
行
わ
れ
た
議
員
協

議
会
に
お
い
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
り
４
町
で
映

画
協
力
を
募
る
こ
と
と
な
っ

た
と
説
明
し
た
。
使
途
内
容

と
歳
入
名
目
が
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
が
、
整
合
性
が
と

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

の
個
人
版
寄
附
金
を
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
民

の
た
め
に
幅
広
く
使
え
る
よ

う
、
使
途
内
容
を
拡
大
で
き

な
い
か
。

役
場
内
部
で
効
果
的
な

事
業
を
検
討
す
る
。

寄
附
額
に
対
す
る
返
礼

品
の
割
合
は
。

返
礼
品
は
３
割
、
必
要

と
す
る
経
費
は
５
割
を

目
指
し
て
い
る
。

ツ
リ
ー
点
灯
式

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

配
信
の
内
容
は
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ツ
リ
ー

点
灯
式
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
委
託
と
し
て
、
事
前
告
知

動
画
の
作
成
や
点
灯
式
の
中

継
を
生
配
信
し
た
。

本
編
の
再
生
回
数
は
約

３
１
０
０
回
、
告
知
の

再
生
回
数
は
１
６
０
０
回
で

あ
る
が
、
55
万
円
の
費
用
対

効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

従
来
の
点
灯
式
よ
り
も

経
費
は
安
価
で
あ
っ
た
。

予算の執行

問

問問問

問

答答答

答答

動
画
編
集
や
Ｐ

Ｒ
な
ど
職
員
で

可
能
な
も
の
は

自
ら
作
成
し
配

信
し
た
い
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
決
算

討
　
論

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
は
、

広
尾
町
民
の
た
め
に
使
用
目

的
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
よ

う
見
直
す
べ
き
。
ま
た
、
政

治
家
記
念
館
は
、
地
方
公
共

団
体
が
運
営
す
べ
き
も
の
で

は
な
く
、
早
急
に
運
営
形
態

を
見
直
す
べ
き
と
考
え
、
本

決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
が
、
不
急
の
事
業
は

一
時
停
止
か
休
止
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、「
広
尾
の

子
ど
も
は
広
尾
町
で
守
り
、

そ
し
て
助
け
る
」
と
町
民
の

た
め
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

限
度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
、
零
細
商
工
業
者

は
休
業
、
自
粛
な
ど
収
益
が

減
少
す
る
経
済
環
境
の
下
、

被
保
険
者
の
負
担
増
は
回
避

す
べ
き
と
考
え
、
本
決
算
認

定
に
反
対
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
各
事
業
が
中
止
、
延
期
等
と

な
る
中
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
各
事
務
事
業
の
遂
行
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
６

次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
定
め
た
内
容
で
あ
り
、

本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事
業

は
、
こ
れ
ま
で
の
絆
と
つ
な
が

り
を
生
か
し
、
広
尾
町
産
食
材

提
供
事
業
で
町
産
品
を
ア
ピ
ー

ル
し
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
財
政
運
営
に
お
い
て
も
、

健
全
化
へ
の
努
力
が
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
本
決
算
認
定

に
賛
成
す
る
。

　

健
全
で
安
定
し
た
運
営
を

目
指
し
、
町
民
医
療
の
確
保

と
健
康
増
進
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
世
帯
に

も
配
慮
し
た
保
険
税
率
と
な
っ

て
お
り
、
軽
減
も
拡
大
さ
れ

適
正
な
会
計
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
決
算

認
定
に
賛
成
す
る
。

旗
手
恵
子
委
員

小
田
雅
二
委
員

前
崎　

茂
委
員

北
藤
利
通
委
員

浜
野　

隆
委
員

北
藤
利
通
委
員

使
途
内
容

見
直
し
を

不
急
事
業

一
時
停
止

負
担
増
は

回
避
す
べ
き

コ
ロ
ナ
禍

創
意
工
夫

町
産
品
を

ア
ピ
ー
ル

軽
減
拡
大

適
正
会
計

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

次のページは「第３回定例会」
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令和３年

第３回

定例会

9/7～16

議員の「なり手不足」解消へ

　

本
町
で
は
平
成
29
年
か
ら

令
和
元
年
に
、
ま
ち
の
現
状

に
合
っ
た
議
員
定
数
、
議
員

報
酬
を
議
論
し
「
現
状
維
持
」

と
決
定
し
ま
し
た
が
、
昨
年

４
月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議

員
選
挙
（
定
数
13
）
は
、
立

候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
か
っ

た
た
め
、
２
期
連
続
全
員
が

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
は
本

町
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
第
３
回
定
例

会
最
終
日
（
９
月
16
日
）
に

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

す
る
「
議
員
定
数
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」（
浜
頭

勝
委
員
長
、
山
谷
照
夫
副
委

員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
適
正
な
議
員
定
数
・

議
員
報
酬
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
定
例
会
で
議
会

へ
の
欠
席
事
由
に
、
出
産
・
育
児
・

介
護
な
ど
を
追
加
す
る
規
則

改
正
を
行
い
、
男
女
と
も
に

議
員
活
動
が
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
の
議
員
の
な
り

手
不
足
は
、
全
国
的
に
も
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
村
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

で
は
、「
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
活

性
化
の
た
め
の
幅
広
い
取
組

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
役
割
と
活
動

に
重
点
を
お
い
た
報
酬
の
あ

り
方
は
、
議
会
の
活
性
化
を

図
り
、
住
民
に
身
近
な
議
会

を
構
築
し
、
魅
力
あ
る
議
会

に
す
る
こ
と
で
、「
な
り
手

不
足
」
解
消
へ
の
展
望
が
開

け
る
の
で
は
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

特別委員会を設置し、調査スタート

議員の
定数
報酬

議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

身
近
な
議
会
の
構
築
へ

十勝管内各町村の議員定数・議員報酬
（令和３年９月末現在）

広尾町でも平成16年、28年、令和２年の町議選は無投票に広尾町でも平成16年、28年、令和２年の町議選は無投票に

町村名
人口 議員

定数
人口÷
議員定数

議員報酬（単位：円）

（R3年9月30日） 議　長 順位 副議長 順位 議　員 順位

音更町 43,555人 20人 2,177人 397,000 1 321,000 1 281,000 1

幕別町 26,293人 19人 1,383人 323,000 2 258,000 2 212,000 2

芽室町 18,193人 16人 1,137人 306,000 5 244,000 5 204,000 4

清水町 9,197人 13人 707人 275,000 15 219,000 14 183,000 14

本別町 6,577人 12人 548人 292,000 11 230,000 11 185,000 9

足寄町 6,569人 13人 505人 300,000 7 235,000 7 188,000 7

広尾町 6,393人 13人 491人 294,000 10 235,000 7 185,000 9

池田町 6,316人 12人 526人 296,000 8 234,000 9 185,000 9

士幌町 5,975人 12人 497人 310,000 4 245,000 4 195,000 5

新得町 5,717人 12人 476人 296,000 8 233,000 10 188,000 7

大樹町 5,437人 12人 453人 286,000 12 227,000 12 185,000 9

鹿追町 5,255人 11人 477人
300,200

【316,000】
6

236,550
【249,000】

6
194,750

【205,000】
6

上士幌町 4,954人 11人 450人 261,000 17 210,000 17 165,000 17

浦幌町 4,454人 11人 404人 318,000 3 254,000 3 212,000 2

中札内村 3,934人 8人 491人 267,000 16 211,000 16 169,000 16

更別村 3,167人 8人 395人 258,000 18 203,000 18 162,000 18

豊頃町 3,091人 9人 343人 281,000 14 225,000 13 185,000 9

陸別町 2,296人 8人 287人 286,000 12 217,000 15 175,000 15

※鹿追町は新型コロナウイルス感染関連対策の財源に充てるため議員報酬を５％削減しています
　【 】は減額前の報酬

※人口は北海道ホームページより
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士
幌
町
は
実
証
実
験
を

２
年
間
実
施
し
た
。
本

問

答

高
齢
者
外
出
支
援
の
実
証

２
４
１
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

３
２
０
０
万
円

夜
の
街

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

２
０
０
万
円

中
小
企
業
等

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

１
２
２
３
万
円

補
正
予
算

令和３年度　補正予算の内訳 町
は
期
間
が
短
い
が
。

令
和
４
年
度
の
早
期

に
本
格
実
施
が
で
き

る
よ
う
、実
証
実
験
を
２

か
月
間
と
し
た
。

　

運
転
免
許
証
を
所
持
し

な
い
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
及
び
バ
ス
運

賃
の
一
部
を
試
験
的
に
助
成

（
１
枚
１
０
０
円
の
助
成
券

を
１
か
月
15
枚
）、利
用
状
況

等
を
調
査
・
検
証
し
、新
た
な

外
出
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

　

売
上
が
減
少
す
る
商
工
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、広
尾

町
商
工
会
が
発
行
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券（
１
枚

５
０
０
円
、１
組
15
枚（
う
ち

２
枚
は
飲
食
店
利
用
限
定
）

を
５
０
０
０
円
で
販
売
）に

対
し
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％

（
一
般
30
％
・
飲
食
20
％
）を

　

売
上
が
減
少
す
る
バ
ー
な

ど
商
工
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、広
尾
町
商
工
会
が
発
行

す
る
夜
の
街
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券（
１
枚
１
０
０
０
円
、

１
組
６
枚
を
３
０
０
０
円
で

販
売
）に
対
し
、プ
レ
ミ
ア
ム

率
１
０
０
％
を
補
助
し
ま
す
。

使
用
期
間
は
11
月
１
日
か
ら

翌
年
１
月
31
日
ま
で
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」や

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」を
実

践
、推
進
す
る
た
め
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
の
非
接
触
化
決
済

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
）を
導

入
し
、町
内
の
消
費
喚
起
等

を
図
り
ま
す
。町
内
対
象
店

舗
（
商
工
会
が
認
め
る
商
工

業
者
）で
買
物
や
飲
食
等
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
ｄ
払
い
で
支

払
う
こ
と
で
、決
済
金
額
の

30
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、付
与

上
限
あ
り
）。期
間
は
11
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
。

　

10
月
８
日
に
任
期
満
了
と

な
る
菅
原
康
博
教
育
長
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

※ 

任
期
は
10
月
９
日
か
ら
３

年
間
。

菅
原
教
育
長

の
再
任
に

同
意

教育長

補
助
し
ま
す
。使
用
期
間
は

10
月
17
日
か
ら
翌
年
１
月
16

日
ま
で
。

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

一般会計⑦
76億2974万円 1億8200万円

港湾管理特別会計①
1億518万円 138万円

簡易水道事業特別会計③
1億1137万円 73万円

下水道事業特別会計②
4億4637万円 358万円

国保事業勘定特別会計②
9億8479万円 32万円

介護保険特別会計②
7億2761万円 830万円

介護サービス事業特別会計②
2億7814万円 283万円

後期高齢者医療特別会計①
1億2470万円 ※増減なし

病院事業債管理特別会計①
5512万円 10万円

水道事業会計②

　収益的支出� 1億7579万円 4万円

増

増

増

増

増

増

増

増

減

その他決まったこと

次のページは

「意見書・陳情・行政報告」

◎教育委員の任命、固定資産評価審査委員の選任に「同意」

しました。

　教育委員

　　大森敬子さん（再任）

　　　任期：令和３年12月１日から４年間

　固定資産評価審査委員

　　齊藤政明さん（再任）

　　　任期：令和３年10月25日から３年間

　　大林勝則さん（再任）

　　　任期：令和３年11月１日から３年間

◎人権擁護委員候補者の推薦を「適任」としました。

　　坂本和子さん（再任）

◎�新たな過疎地域振興対策に係る過疎地域の持続的発展

の支援に関する法律が定められ、第６次まちづくり推

進総合計画などの事業実施に伴い「過疎地域持続的発

展市町村計画」を策定しました。なお、新過疎法の制

定による名称変更に伴い、議会基本条例を一部改正し

ました。また、固定資産税の課税の特例についても全

部改正しました。

◎�事業費の変更に伴い、「辺地に係る公共的施設の総合

整備計画」を変更しました。
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意
見
書
３
件
を
可
決

国
等
へ
提
出

　
　

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者 

浜
頭
　
勝
議
員

　

北
海
道
の
森
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
、「
植

え
て
育
て
て
、
伐
っ
て
使
っ

て
、
ま
た
植
え
る
」
と
い
っ

た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

進
め
る
こ
と
は
、
雇
用
・
所

得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生

に
も
大
き
く
貢
献
す
る
。

①

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
国
の
目

標
達
成
に
向
け
て
、
本
町
と

道
が
連
携
し
、
積
極
的
な
森

林
吸
収
源
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
道
の
森
林
を
将
来
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
や
防

災
・
減
災
対
策
を
さ
ら
に
進

め
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
次
の
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

①
森
林
整
備
事
業
予
算
・

治
山
事
業
予
算
の
十
分

な
確
保
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に

よ
る
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
、
生
産
・
流

通
体
制
の
強
化
、
道
産

木
材
の
販
路
拡
大
、
森

林
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
育
成
に
必
要
な
支
援

の
充
実
・
強
化
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者 

浜
頭
　
勝
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の
猛

威
も
加
わ
り
、
各
方
面
に
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

地
方
財
政
は
巨
額
の
財
源
不

足
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
地
方
自
治
体
は
感

染
症
対
策
を
は
じ
め
、
雇
用

対
策
や
社
会
保
障
等
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
令
和
４
年
度
地

方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制

改
正
に
向
け
、
次
の
こ
と
を

確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

①
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間

に
お
け
る
地
方
一
般
財
源
総

額
の
十
分
な
確
保
。

②
固
定
資
産
税
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
断

じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、

生
産
性
革
命
の
実
現
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
で
の
特
例
措
置

は
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て

確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

③
税
制
改
正
に
よ
る
、
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

②

標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同

額
と
す
る
措
置
は
、
令
和
３

年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

④
税
制
改
正
に
よ
る
、
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
延
長

に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は

断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

⑤
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
・

拡
充
す
る
場
合
は
、
一
部
を

地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

　
　

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

提
出
者 

浜
頭
　
勝
議
員

　

北
海
道
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
幅
広
い
分
野
で
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
お
り
、
道
路

交
通
で
は
、
自
然
災
害
に
伴

う
交
通
障
害
な
ど
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
今
後
は
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

取
組
や
安
定
的
な
物
流
・
人

流
の
確
保
・
活
性
化
に
資
す

る
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
早
期
形
成
・
機
能
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
社
会
資
本
整
備

等
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て
、

次
の
と
お
り
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

①
公
共
事
業
関
係
予
算
の
所

要
額
確
保
、
地
域
の
実
態
に

鑑
み
た
予
算
の
重
点
配
分
。

②
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
計
画
」
の
推
進
に
必
要
な

予
算
・
財
源
の
確
保
。

③
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
戦

略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
事

業
を
行
う
た
め
の
技
術
的
支

援
の
充
実
。

④
高
規
格
幹
線
道
路
の
着
手

済
み
区
間
の
早
期
開
通
と
未

着
手
区
間
の
早
期
着
手
及
び

暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線

化
。
ま
た
、
国
道
と
の
ダ
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

よ
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確

保
や
耐
災
害
性
の
強
化
、
重

要
物
流
道
路
の
さ
ら
な
る
指
定
。

③

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
～
①
②
③
、経
済

産
業
大
臣
～
①
②
、国
土
交

通
大
臣
～
①
③
、文
部
科
学

大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、環

境
大
臣
、復
興
大
臣
～
①
、

内
閣
官
房
長
官
、経
済
再
生

担
当
大
臣
～
②
、国
土
強
靱

化
担
当
大
臣
～
③

提
出
先

件　　　名 申　請　者 要　　旨 委員会審査 本会議採決

広尾町国民健康保険病
院の人工透析医療施設
の開設に関する陳情書

広尾町人工透析患者代表 
柴崎　忠雄、松原　和行

患者の高齢化が進む中、大樹町
までの通院は厳しいため、本町
で治療が受けられるよう、人工
透析医療施設の開設を求める

趣
※

旨採択 
（総務常任委員会）

趣旨採択

６月定例会において総務常任委員会に付託され、継続審査としていた陳情は、９月７日の
本会議で審議した結果、「趣旨採択」となりました。陳情審査報告

今年は広尾町産材を利用した「木育フェスタ」を開催今年は広尾町産材を利用した「木育フェスタ」を開催

※趣旨採択
願意については十分理解できるが、実現性の面で確信が持てな
いといった場合に、　「趣旨には賛成である」という意味の議決
のこと
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次のページは

「議案の賛否・議員の出欠・決算性質別」

発
生
。
消
防
職
員
、
団
員
合

わ
せ
て
28
名
、
車
両
７
台
が

出
動
し
た
。
出
火
原
因
や
損

害
額
は
調
査
中
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年

同
様
、
従
来
ど
お
り
の
点
灯

式
を
取
り
止
め
、
自
宅
な
ど

で
も
楽
し
め
る
よ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
動
画
配

信
を
計
画
し
て
お
り
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
中
継
の

ほ
か
、
保
育
園
児
の
合
唱
や

町
内
の
風
景
な
ど
の
内
容
を

検
討
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
普
通
交
付

税
決
定
額
は
、
33
億
３
９
１

７
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と

比
べ
て
１
億
４
７
０
６
万
１

０
０
０
円
、
４
・
６
％
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
可
能
額
は
、

１
億
６
３
７
５
万
５
０
０
０

円
で
あ
り
、
25
％
の
増
と
な
っ

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
交
付
限
度
額

は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越

分
１
億
円
を
加
え
、
１
億

１
１
１
５
万
５
０
０
０
円

が
交
付
さ
れ
、
令
和
３
年

度
事
業
に
活
用
可
能
と
な
っ

た
。
な
お
、
新
た
に
７
事

業
を
実
施
計
画
に
追
加
し

て
お
り
、
協
議
の
上
、
地

域
経
済
や
住
民
生
活
へ
の

支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

長
島
弘
内
科
医
師
が
９
月

16
日
に
、
山
口
聖
隆
外
科
医

師
が
10
月
１
日
に
着
任
す
る
。

ま
た
、
計
良
基
治
病
院
長
が

10
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
す

る
。
後
任
は
山
口
聖
隆
氏
。

　

12
月
12
日
に
開
催
を
予
定

し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り

開
催
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

昨
年
同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

毛
が
に
販
売
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

９
月
15
日
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
が
、
取
り
ま
と
め

の
結
果
、
出
席
者
が
少
な
く

開
催
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
中
止
と
し
た
。

　

８
月
24
日
に
字
フ
ン
ベ
で

敷
地
内
の
倉
庫
１
棟
が
全
焼
、

隣
接
す
る
住
宅
外
壁
等
の
一

部
を
焼
損
し
た
建
物
火
災
が

H29

32.23
31.19 31.28

31.92
33.39

H30 R1 R2 R3

40

35

30

25

20
（年度）

（億円） 普通交付税の推移

行
政
報
告

行
政
報
告

普通交付税
前年度より
　1.4億円増加 村

瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

国
保
病
院
の
診
療
体
制

敬
老
会
の
中
止

ひ
ろ
お
毛
が
に
ま
つ
り

火
災
の
発
生

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

ツ
リ
ー
点
灯
式

新
型
コ
ロ
ナ
交
付
金

　

８
月
31
日
現
在
、
接
種
対

象
者
６
０
２
３
人
の
う
ち

５
１
０
０
人
が
１
回
目
を
接

種
し
、
接
種
率
は
84
・
７
％
。

２
回
目
の
接
種
完
了
者
は

４
８
８
５
人
で
81
・
１
％
と

な
り
、
10
月
中
旬
を
目
途
に

希
望
す
る
全
て
の
町
民
へ
の

接
種
を
完
了
予
定
で
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
り
豊
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
前

期
に
引
き
続
き
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
を

後
期
の
計
画
期
間
と
し
た
大

綱
を
策
定
し
た
。

（
関
連
記
事
を
20
、
21
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
実
施
計
画
」（
令
和
３
年
度

～
令
和
12
年
度
）
は
、
財
政

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況

状
況
や
社
会
経
済
情
勢
等
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
事

業
の
追
加
や
修
正
な
ど
毎
年

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
行
っ
た
見
直
し
は
次

の
と
お
り
。

第
６
次
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
見
直
し

第
５
次
行
政
改
革
大
綱

（
後
期
）
の
策
定

新たにサンタランドを彩るウッドイルミネーション新たにサンタランドを彩るウッドイルミネーション

主な新規事業

3567万2000円
増

402億7118万2000円

見直しする事業

新規追加
５事業
１億3070万円 ↗
内容変更
10事業
9502万8000円 ↘

事業費総額
農林人材育成支援

センター整備

十勝港物流調査 広尾町活き生き
プロジェクト
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議員の会議等出欠状況をお知らせします

令和３年　第３回定例会　議案審議結果

（令和３年６月定例会終了後～令和３年９月定例会まで）

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７/１ 第４回臨時会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

７/27 第５回臨時会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/７ 第３回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/８ 第３回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/16 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ５日 出席日数計 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ５ ４ ５ ５ ５ ５

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７/１ 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

７/27 第７回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８/17 第８回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/１ 第９回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/16 第10回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３）議員協議会・研修・その他
○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外（２）委員会
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７/１ 第４回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ × － － ○ ○

７/26 第３回総務常任委員会 ○ － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ － ○

７/30 第３回産業常任委員会 － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

８/４ 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ －

８/17 第３回議会広報特別委員会 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○

９/１ 第５回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

９/７ 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９/10 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/16 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○

９/16 議員定数等調査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

９/16 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ －

※正副議長の委員会への出席
　堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、いずれの委員会にも随時出席し、発言することができるため、出席した委員会は「○」と表しています。
　また、副議長の浜頭議員は、議会運営委員会に所属していませんが、出席した場合は「○」と表しています。
※議員定数等調査特別委員会は議長、決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

●賛否のあった議案　（議案名は一部省略しています） 賛：賛成　　否：反対　　欠：欠席

議　　　案　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議決
結果

松
田
健
司

浜
野　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎　

茂

北
藤
利
通

志
村
國
昭

星
加
廣
保

山
谷
照
夫

渡
辺
富
久
馬

小
田
雅
二

旗
手
恵
子

浜
頭　

勝

堀
田
成
郎

令和２年度一般会計決算認定 賛 賛 賛 否 賛 賛 欠 賛 賛 否 否 賛 －
認定

（8-3）

令和２年度国保事業勘定特別会計決算認定 賛 賛 賛 否 賛 賛 欠 賛 賛 否 否 賛 －
認定

（8-3）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。 ※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。
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次のページは「一般質問」

『展望台・学校指定カバン・新型コロナ』

〈前年度との比較〉

令和２年度 令和元年度 増減額

地方交付税 34億5787万円 33億9124万円 6663万円

町債（借入金） 4億2430万円 5億1904万円 ▲9474万円

〈前年度との比較〉

令和２年度 令和元年度 増減額

人 件 費 12億2579万円 10億6948万円 1億5631万円

補助費等 20億4759万円 12億9184万円 7億5575万円

臨時職員から会計年度任用職員に制度改正　など

新型コロナ感染症対策に伴う給付金事業　など

性
※

質別分類

※性質別分類
地方公共団体の経費を性質によって分類すること。
人件費・物件費・維持補修費・扶助費・公債費など

財政の健全性・弾力性は決算
性質別

令和２年度 決算の内訳令和２年度 決算の内訳

厳しい財政状況厳しい財政状況

依　存　財　源

自
　
主
　
財
　
源

歳入町税
11.9%

繰入金　4.9%

繰入金　4.9%

寄附金　2.0%

寄附金　2.0%

その他
10.8%

町債
5.3%
町債
5.3% 地方交付税

43.0%

国庫支出金
14.3%

道支出金　3.5
%

その他　4.3%

自主財源

29.6％
町で集めた財源

依存財源

70.4％

国・道からの収入、
借入金などの財源

町民税・固定資
産税などの税金

国からの補助金

道からの補助金

国からの普通交付税
・特別交付税

借入金

基金からの繰入

ふるさと納税など

義
 務
 的
 経
 費

投資的経費

●
●
●
●
●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●

●
●
●
●
●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●●
●

人件費
15.6%

扶助
費　
5.9
%

普
通
建
設
事
業
費
等
　6.8%

公債費
16.4%

物件費
12.6%

補助費等
26.0%

繰出金　8.6%

維
持
補
修
費
　2.5%

積立金　3.2%

その他　2.4%歳出
義務的経費

37.9％

支出が義務付け
られた経費

投資的経費

6.8％

社会資本の整備に
要する経費

一部事務組合等へ
の負担金や民間へ
の補助金

他会計へ繰出し

各基金への積立金

町職員の給与・
共済費

被扶助者に支給
される福祉の経費

借入金の返済

消費的な支出　旅費・交際費・需用費等

80億3449万円
78億7847万円

一般
会計
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一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
９月定例会では５人の議員が一般質問を行いました。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

各議員の一般質問は
録画中継にて

ご覧いただけます。

志村議員・旗手議員・前崎議員
の一般質問はこちらから

松田議員・小田議員の
一般質問はこちらから

●一般質問　項目一覧

志村國昭議員
展望台の復活を決め手に！ P12

学校指定カバン、一石三鳥の効果
P13

旗手恵子議員
新型コロナ対策の現状と今後について

介護保険の「補足給付」変更による影響は
P14

前崎　茂議員 広尾町で安心して人工透析治療を

前崎　茂議員 町営合葬墓の建設を
P15

松田健司議員 降雨災害に対する取組と課題は

小田雅二議員
ワクチン接種時の副反応の調査は

P16
役場職員の他町村との定期的交流を

志
し む ら

村國昭 議員

観光資源を生かすために観光資源を生かすために

質
問

大
丸
山
森
林
公
園

は
、
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
頂

上
に
至
る
道
路
の
通
行
止
め

は
ゾ
ー
ン
と
し
て
マ
イ
ナ
ス

要
素
で
あ
る
。
改
修
は
２
年

間
で
見
込
ま
れ
て
お
り
、
通

行
可
能
と
な
れ
ば
、
南
十
勝

唯
一
の
展
望
台
か
ら
四
季
折
々

の
眺
望
を
再
び
提
供
で
き
る
。

　

ま
た
、
日
高
山
脈
襟
裳
国

定
公
園
は
国
立
公
園
化
へ
の

機
運
が
高
ま
り
、実
現
す
れ
ば

交
流
人
口
の
増
加
や
関
係
す

る
産
業
振
興
に
弾
み
が
つ
く
。

　

展
望
台
を
復
活
再
開
し
、既

存
施
設
と
一
体
化
し
た
観
光

拠
点
づ
く
り
な
ど
、
サ
ン
タ

ラ
ン
ド
と
の
関
連
戦
略
に
早

期
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

展
望
台
に
至
る
大
丸
山
線

林
道
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り

の
り
面
の
一
部
が
風
化
し
て

お
り
、
危
険
が
伴
う
た
め
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
利
用
者
の
安
全
を
十
分

に
確
保
し
な
が
ら
、
関
係
団

体
と
協
議
を
行
い
、
ミ
ニ
ツ

ア
ー
な
ど
展
望
台
を
生
か
し

た
取
組
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
日
高
山
脈
襟
裳
国

定
公
園
の
国
立
公
園
化
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
広
尾
町

の
特
色
で
あ
る
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
と
黄
金
道
路
を
観
光
資
源

と
し
た
周
遊
コ
ー
ス
の
整
備

な
ど
、
他
町
村
と
連
携
し
な

が
ら
魅
力
あ
ふ
れ
る
情
報
発

信
に
取
り
組
み
、
第
６
次
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
魅
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
、
大
丸
山
全
体
を

含
め
た
観
光
資
源
の
位

置
付
け
を
議
論
す
る
考

え
で
あ
り
、
早
期
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
各
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

〜観光拠点づくり〜
展望台の復活を決め手に！

早期にプロジェクトを立ち上げる町長
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総
務
省
は
、
上
下

水
道
施
設
の
老
朽

旗
は た て

手恵子 議員

10
月
中
旬
に
完
了

 

支
援
体
制
も
検
討

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

 

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

町
長

質
問

文
部
科
学
省
は
、

「
重
い
通
学
カ
バ

ン
が
健
康
に
影
響
を
与
え
て

い
る
」
と
全
国
の
教
育
委
員

会
に
負
担
軽
減
を
求
め
た
。

　

教
科
書
等
が
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

ラ
ン
ド
セ
ル
含
め
６
キ
ロ
グ

ラ
ム
は
重
い
。
加
え
て
高
価

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
６
年
間
使

用
す
る
児
童
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
、
買
っ
て
も
ら
え
な
い

児
童
も
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

　

古
く
か
ら
軽
量
で
安
価
な

指
定
カ
バ
ン
を
採
用
し
て
い

る
小
樽
市
、
旭
川
市
、
関
西

地
方
の
小
学
校
で
は
「
児
童

の
通
学
負
担
と
親
の
経
済
負

担
軽
減
、
ま
た
同
じ
カ
バ
ン

で
通
学
す
る
こ
と
が
格
差
解

消
に
繋
が
る
」
と
評
価
が
高

い
。
本
町
も
採
用
の
検
討
を
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
９
月
中
に
完
了
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
接
種
完
了

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

い
ま
、
全
国
各
地
で
感
染

が
拡
大
し
て
お
り
、
呼
吸
困

難
で
も
自
宅
療
養
を
強
い
ら

れ
る
事
例
が
急
増
し
て
い
る
。

　

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
②
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
、
③
十
分
な
補
償

と
い
っ
た
対
策
が
必
要
で
は
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
高

齢
者
施
設
、
医
療
機
関
、
保

育
所
、
学
校
な
ど
頻
回
・
定

期
的
な
検
査
が
必
要
で
は
。

　

加
え
て
、
中
小
企
業
や
個

人
事
業
主
へ
の
支
援
も
必
要

だ
と
考
え
る
。
十
分
な
補
償

を
国
に
も
強
く
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
、

９
月
３
日
現
在
で
、
対
象
者

６
０
２
３
人
に
対
し
１
回
目

は
84
・
９
％
、
２
回
目
は
83
・
４

％
の
接
種
率
で
あ
る
。
９
月

中
に
接
種
を
完
了
予
定
で
あ
っ

た
が
、
感
染
拡
大
に
よ
り
若

年
層
の
接
種
希
望
者
が
増
え

た
た
め
、
年
度
内
に
12
歳
に

な
る
方
や
特
別
な
事

情
が
あ
る
方
を
除
き
、

10
月
中
旬
を
目
途
に

希
望
す
る
全
て
の
町

民
へ
の
接
種
を
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

各
種
支
援
で
は
、

介
護
施
設
や
診
療
所

に
対
し
、
施
設
内
の

消
毒
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る

町
独
自
の
制
度
を
設

け
、
町
内
の
福
祉
医

療
施
設
に
対
し
て
も
30
万
円

を
限
度
に
支
援
金
を
交
付
し

た
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
や
中
小
企
業

緊
急
支
援
事
業
給
付
金
な
ど

の
取
組
も
進
め
て
き
た
。

　

今
後
も
、
商
工
会
と
十
分

協
議
を
重
ね
、
支
援
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

学校指定カバン、一石三鳥の効果

実態を検証の上、各学校と協議する教育長

志
し む ら

村國昭 議員

菅
原
教
育
長

答
弁

　

本
町
で
は
、
小
学
生
の
ほ

ぼ
全
員
が
現
在
も
ラ
ン
ド
セ

ル
で
通
学
し
て
い
る
が
、
平

成
30
年
に
は
、
文
部
科
学
省

よ
り
「
児
童
生
徒
の
携
行
品

に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
」
と

い
う
文
書
が
発
出
さ
れ
て
お

り
、
町
内
各
学
校
で
も
、
教

科
書
が
入
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

の
重
さ
を
計
測
し
た
結
果
、

令
和
元
年
度
か
ら
教
材
を
学

校
に
置
い
て
帰
る
「
置
き
勉
」

を
実
施
し
、
児
童
の
負
荷
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
る
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
は
１
・

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
１
・
３

キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
あ
り
、
学
校

指
定
カ
バ
ン
に
比
べ
る
と
倍

近
く
の
重
さ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
教
科
書
が

Ｂ
版
か
ら
Ａ
版
に
変

わ
っ
た
こ
と
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
配
布

に
よ
り
持
ち
帰
る
量

も
増
え
る
た
め
、
実

態
を
再
度
検
証
し
た

上
で
各
学
校
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

小樽市で使用されている通学カバン小樽市で使用されている通学カバン

次のページも「一般質問」

『介護保険・人工透析・町営合葬墓・降雨災害』

商工業者を支援するために商工業者を支援するために
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旗
は た て

手恵子 議員

負
担
は
増
え
る
が
、

　
　
　

限
度
額
超
過
分
は
軽
減
す
る

介
護
保
険
の
「
補
足
給
付
」

　
　
　
　

変
更
に
よ
る
影
響
は

町
長

質
問

２
０
２
１
年
８
月

か
ら
、
国
の
制
度

改
定
に
伴
い
補※

足
給
付
が
改

悪
さ
れ
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
の
「
食
費
」

や
「
居
住
費
」
の
補
助
が
縮

小
さ
れ
、
自
己
負
担
が
値
上

が
り
し
た
。
改
定
は
特
養
・

老
健
と
も
対
象
に
な
る
が
、

特
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食

事
代
負
担
の
増
加
が
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。

　

非
課
税
世
帯
の
中
で
も
、

収
入
が
１
２
０
万
円
を
超
え

る
世
帯
の
補
助
カ
ッ
ト
幅
が

大
き
く
、「
在
宅
生
活
」
を
支

え
る
介
護
保
険
の
は
ず
が
、費

用
負
担
が
大
き
く
使
え
な
い

状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
は
、
預
貯
金
だ
け
で
な

く
不
動
産
等
の
資
産
も
要
件

に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。本

町
の
介
護
保
険
利
用
者
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
介
護

保
険
施
設
の
入
所
者
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
が
負
担

す
る
食
費
の
限
度
額
が
見
直

さ
れ
、
本
町
で
も
８
月
よ
り

負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
在

宅
の
方
と
の
食
費
負
担

の
公
平
性
や
負
担
能
力

を
考
慮
し
た
も
の
で
あ

り
、
特
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
者
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
る
が
、

負
担
限
度
額
を
超
え
る

分
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
に
よ
る
補
足
給

付
で
負
担
軽
減
す
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
８

月
か
ら
は
本
人
と
配
偶

者
の
預
貯
金
等
の
資
産

合
計
額
が
支
給
要
件
に
加
え

ら
れ
た
が
、
今
回
の
改
正
で

は
預
貯
金
等
の
内
容
に
変
更

が
な
く
不
動
産
も
含
ま
れ
て

い
な
い
。
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

質
問

本
町
の
人
工
透
析

患
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
25
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
現
在
は
大
樹

町
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
し

て
い
る
が
、
通
院
時
間
や
待

ち
時
間
等
の
調
整
で
、
体
力

的
・
精
神
的
に
非
常
に
疲
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
年
４
月
に
は
、
議
会
議

長
宛
て
に
、
人
工
透
析
患
者

の
連
署
に
よ
る
「
人
工
透
析

医
療
施
設
の
開
設
に
つ
い
て
」

の
陳
情
書
の
提
出
が
あ
り
、

趣
旨
採
択
と
な
っ
た
。

　

患
者
の
切
望
に
寄
り
添
う

た
め
に
も
、
広
尾
町
で
安
心

し
て
人
工
透
析
の
治
療
が
で

き
る
よ
う
計
画
の
具
体
化
を

図
る
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

本
町
に
お
け
る
患
者
数
の

現
状
や
心
身
的
・
経
済
的
負

担
を
考
慮
す
る
と
、
本
町
で

の
透
析
治
療
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
る

が
、
専
門
医
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
人
材
確
保
、
建
物
の
増

改
築
、
関
係
町
村
・
機
関
と

の
協
議
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
南
十
勝
で
は
大

樹
町
に
お
い
て
透
析
治
療
の

拠
点
病
院
と
位
置
付
け
て
お

り
、
経
過
を
踏
ま
え
る
と
関

係
町
村
等
の
合
意
形
成
も
必

要
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
透
析
に
な
ら
な

い
た
め
に
特
定
健
診
を
受
け

て
も
ら
う
な
ど
、
患
者
の
減

少
に
向
け
た
解
決
策

を
第
一
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
透
析
を
受

け
る
方
々
が
身
近
な

所
で
の
治
療
を
切
望

し
て
い
る
こ
と
を
十

分
に
受
け
止
め
、
住

民
が
広
尾
町
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
、
ど
の

よ
う
な
形
で
で
き
る

か
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

※補足給付
介護保険施設入居者の食費・居住費に関する負担軽減制度
加入者の収入は段階で区分されており、第１～第３段階の住民税
非課税世帯が支給対象となる

【改正後】食費（日額）の負担限度額（R3.8～）

年金収入等 施設入所者
ショートステイ

利用者

80万円以下
（第２段階） 390円 600円

80万円超
120万円以下

（第３段階①）
650円 1,000円

120万円超
（第３段階②） 1,360円 1,300円

国内の透析患者数の推移（万人）

（年）

40

30

20

10

2011

30.48
34.46

2013 2015 2017 2019

0

※日本透析医学会の調査をもとに作成（2019年12月末）

前
ま え ざ き

崎　茂 議員

 広尾町で安心して人工透析治療を

どのような形でできるか検討したい町長
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質
問

近
年
の
核
家
族
化

や
少
子
高
齢
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
祭

祀
の
在
り
方
も
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
お

り
、「
お
墓
の
継
承
者
が
い

な
い
」、「
お
墓
の
こ
と
で
子

ど
も
に
負
担
を
か
け
た
く
な

い
」、「
お
墓
を
建
設
す
る
費

用
が
工
面
で
き
な
い
」
な
ど

公
営
墓
地
の
建
設
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

帯
広
市
で
は
平
成
28
年
度

か
ら
、
池
田
町
で
は
今
年
度

か
ら「
合
同
納
骨
塚
」を
建
設
。

音
更
町
で
も
来
年
秋
に
は
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　

本
町
で
も
町
営
合
葬
墓
を

早
期
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

お
墓
に
対
す
る
考
え
方
が

多
種
多
様
化
す
る
中
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
お
墓

の
承
継
や
維
持
管
理
が
困
難

な
方
、
経
済
的
に
お
墓
の
建

立
が
難
し
い
方
な
ど
、
合
葬

墓
を
検
討
す
る
方
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

道
内
で
は
、
市
営
で
13
か

所
、
町
営
で
11
か
所
の
合
葬

墓
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
利

用
に
係
る
費
用
が
安
価
で
あ

る
こ
と
、
将
来
的
に
安
定
し

た
管
理
を
委
ね
ら
れ
る
こ
と

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
一
つ
の
場
所
に
不
特

定
多
数
の
遺
骨
を
埋
葬
し
、

質
問

気
候
の
変
動
に
よ

る
と
さ
れ
る
大
雨

や
集
中
豪
雨
は
年
々
多
発
す

る
傾
向
に
あ
る
が
、
降
雨
で

の
水
害
に
対
す
る
現
在
の
取

組
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

　

ま
た
、
町
内
の
内
陸
部
の

地
域
が
災
害
に
よ
り
孤
立
し

た
場
合
に
、
地
域
の
商
店
等

と
災
害
協
定
を
結
び
、
食
料

や
消
耗
品
を
有
償
提
供
し
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　

加
え
て
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
よ
り
自
主
防
災
組
織

の
設
立
等
が
進
ん
で
い
な
い

地
域
に
は
、
手
続
き
や
立
ち

上
げ
に
行
政
側
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
思
う
が
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

住
居
等
の
冠
水
対
策
と
し

て
、
豊
似
市
街
は
大
規
模
な

排
水
明
渠
が
整
備
さ
れ
、
広

尾
市
街
で
は
雑
木
の
伐
採
や

河
道
の
整
備
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
冠
水
の
お
そ
れ

が
あ
る
住
居
や
店
舗
に
は
土

の
う
を
配
布
し
、
一
定
数
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
町
で
は

津
波
を
伴
う
災
害
を

想
定
し
、
食
料
等
を

備
蓄
し
て
い
る
。
３

日
分
の
備
蓄
を
町
民

に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
豊
似
・
野
塚
地

区
で
は
断
層
等
の
大

き
な
災
害
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
商
店
と

の
災
害
協
定
も
今
後

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
は
、
内
陸
部
で
の
設

立
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、

名
簿
の
作
成
な
ど
行
政
が
協

力
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

今
後
は
、
大
規
模
な
水
害

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
町
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
の
災
害
対
策
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
。

次のページは「一般質問」『ワクチン副反応・

役場職員交流』「臨時会」

　 町営合葬墓の建設を

時代の変化や多様なニーズを見極め、判断する町長

前
ま え ざ き

崎　茂 議員

考え方が多様化する中、お墓の在り方とは考え方が多様化する中、お墓の在り方とは

松
ま つ だ

田健司 議員

災
害
対
策
を

 

し
っ
か
り
と
行
う

降
雨
災
害
に
対
す
る

 

取
組
と
課
題
は

町
長

命を守るため、最低３日分の備えを命を守るため、最低３日分の備えを

後
に
遺
骨
を
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
先
祖
代
々
の

お
墓
を
守
り
引
き
継

い
で
い
く
考
え
を
重

ん
じ
る
方
に
は
、
受

け
入
れ
に
く
い
面
が

あ
る
。

　

本
町
の
実
態
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
と
墓
地
に
対

す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
見
極
め
、
判
断
し

て
い
き
た
い
。
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質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
国
や
自
治
体
か
ら
町
民

に
対
し
、
様
々
な
症
状
が
起

き
得
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い

る
。

　

副
反
応
が
ほ
と
ん
ど
な
い

人
も
い
れ
ば
、
因
果
関
係
が

不
明
で
あ
っ
た
が
、
最
悪
の

場
合
で
は
死
に
至
っ
た
人
も

多
く
、
厚
生
労
働
省
の
デ
ー

タ
で
は
既
に
１
０
０
０
人
を

超
え
、
実
際
に
は
そ
の
何
倍

も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
３
回
目
の
接
種
が
検

討
さ
れ
て
い
る
中
で
、
町
民

が
接
種
後
に
生
じ
た
副
反
応

に
つ
い
て
の
調
査
や
記
録
を

取
り
、
検
討
し
て
い
く
事
が

町
民
の
健
康
や
生
命
を
守
る

た
め
の
使
命
だ
と
思
う
が
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
町
民
へ
接
種

後
の
副
反
応
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
医
療
従

事
者
へ
先
行
接
種
が
行
わ
れ
、

国
は
健
康
状
況
調
査
を
も
と

に
し
た
デ
ー
タ
を
公
表
し
た
。

こ
れ
は
現
れ
た
症
状

の
男
女
・
年
代
別
の

発
症
率
を
示
し
た
も

の
で
、
本
町
で
は
こ

の
デ
ー
タ
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
表
し
た

ほ
か
、
接
種
券
の
発

送
時
に
チ
ラ
シ
を
同

封
し
て
周
知
し
、
接

種
会
場
で
も
症
状
や

対
処
方
法
の
情
報
を

提
供
し
た
。

　

接
種
に
よ
り
健
康

被
害
が
生
じ
た
場
合

質
問

職
員
研
修
は
、
新

人
・
中
堅
・
管
理

職
な
ど
レ
ベ
ル
ご
と
、
あ
る

い
は
地
域
レ
ベ
ル
の
も
の
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
計

画
的
に
実
施
さ
れ
、
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

各
町
村
か
ら
担
当
者
が
集

ま
る
研
修
や
連
絡
会
等
も
必

要
で
あ
り
重
要
だ
と
思
う
が
、

よ
り
自
由
で
自
主
的
な
形
態

か
つ
民
間
的
な
発
想
で
、
異

業
種
交
流
の
よ
う
な
形
の
レ

ベ
ル
ま
で
広
げ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

現
在
、
各
担
当
課
長
等
に

お
け
る
担
当
者
会
議
は
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
関

係
町
村
で
課
題
を
提
案
し
、

各
町
村
の
対
応
を
参
考
と
し

な
が
ら
課
題
解
決
の
方
策
を

探
求
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

全
て
の
課
で
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
し
た
会
議
は
持
っ
て
い

な
い
が
、
多
く
は
課
題
が
生

じ
る
度
に
担
当
者
が
集
ま
り
、

連
絡
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

課
題
解
決
の
た
め
に
先
進

事
例
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か

開
催
で
き
な
い
状
況
も
あ
る

は
、
健
康
被
害
救
済
制
度
に

よ
り
個
別
に
対
応
す
る
が
、

現
在
ま
で
確
認
は
さ
れ
て
い

な
い
。
発
熱
等
の
副
反
応
は

ほ
と
ん
ど
が
接
種
後
の
翌
日
、

長
く
て
数
日
で
回
復
す
る
た

め
、
今
後
町
と
し
て
調
査
や

記
録
を
行
う
予
定
は
な
い
。

小
お だ

田雅二 議員

調
査
や
記
録
は
行
わ
な
い

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の

 

副
反
応
の
調
査
は

町
長

役場職員の他町村との定期的交流を

リモート会議も活用し、開催していく町長

小
お だ

田雅二 議員

前もって副反応への対策を前もって副反応への対策を

リモートで研修に参加する職員リモートで研修に参加する職員

た
め
、
リ
モ
ー
ト
会

議
等
も
活
用
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
他
町

村
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
職
員
の

自
己
研
鑽
や
職
業
意

識
の
向
上
に
向
け
て

会
議
等
を
開
催
し
て

い
く
。
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令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会

が
10
月
５
日
に
開
か
れ
、
補

正
予
算
の
議
案
１
件
を
審
議
。

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
緊
急
経
営
支
援

 

２
４
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
商
工
業
者
に

対
し
、
事
業
の
持
続
と
雇
用

の
確
保
を
図
る
た
め
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
対
象
事
業
者
は
、
決

め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す
者

等
で
、
給
付
額
は
売
上
減
少

額
の
30
万
円
が
上
限
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
日
本
標
準

産
業
で
定
め
ら
れ
た
「
飲
食

店
」は
、①
売
上
減
少
割
合
が

20
％
以
上
40
％
未
満
は
上
限

額
が
30
万
円
、
②
売
上
減
少

割
合
が
40
％
以
上
は
上
限
額

が
60
万
円
と
な
り
、
申
請
期

限
は
11
月
10
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
中
止
緊
急
支
援

 

１
７
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
伴
い
、

出
店
の
機
会
を
失
っ
た
町
内

事
業
者
に
対
し
、
事
業
の
持

続
等
を
図
る
た
め
、
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
対
象
事
業
者
は
、
決

め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す
者

等
で
、
給
付
額
は
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
１
事
業
者
10
万
円
と

な
り
、
申
請
期
限
は
11
月
10

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

養
育
支
援
訪
問
の
拡
充

 

２
５
万
円

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、

養
育
に
関
す
る
相
談
・
指
導
・

助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

利
用
対
象
者
は
、
18
歳
未

満
の
児
童
が
い
る
家
庭
の
う

ち
、
他
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
み
で
は
支
援

す
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
で
、

妊
娠
期
か
ら
の
継
続
的
な
支

援
を
特
に
必
要
と
す
る
家
庭

等
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
安
定
し
た

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
迎
え

る
た
め
の
相
談
及
び
支
援
等

と
な
り
ま
す
。

　

訪
問
支
援
者
は
、
保
健
師

や
保
育
士
な
ど
の
専
門
的
相

談
支
援
者
、
訪
問
介
護
支
援

員
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
育
児

家
事
援
助
の
訪
問
支
援
者
で
、

利
用
者
の
費
用
負
担
は
無
料

と
な
り
ま
す
。

　

本
年
９
月
中
旬
よ
り
道
東

沿
岸
に
お
い
て
広
範
囲
な
赤

潮
が
発
生
し
、
本
町
に
お
い

て
も
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
や
秋

サ
ケ
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

　

安
心
し
て
漁
業
者
が
漁
業

国
保
の
財
政
責
任
主
体

が
都
道
府
県
と
な
り
、

第
６
回
臨
時
会

10
５

行 

政 

報 

告

赤
潮
の
被
害
状
況

職
員
数
１
５
５
人
。

（
前
年
１
５
４
人
）

中
小
企
業
緊
急
経
営
支
援２

４
０
０
万
円

活
動
を
営
み
、
水
産
業
の
維

持
・
発
展
を
し
て
い
く
た
め
、

10
月
４
日
に
十
勝
管
内
沿
岸

４
町
長
と
３
漁
協
の
組
合
長

が
北
海
道
知
事
宛
て
の
緊
急

要
請
書
を
十
勝
総
合
振
興
局

長
へ
提
出
し
た
。

　

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、

関
係
市
町
村
や
関
係
団
体
と

連
携
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

国
や
道
な
ど
へ
要
望
・
要
請

を
強
化
し
て
い
く
。

ひ
ろ
お
毛
が
に
ま
つ
り

　

集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

開
催
は
今
年
も
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
、
昨
年
同
様
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
毛
が
に
販
売
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

令和３年度　補正予算の内訳

◆ 令和３年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業◆

一般会計�⑧
76億5748万円 2773万円 増

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

※第６回臨時会（10月）

※第２回定例会（６月）

　病院運営交付金（自動精算機）ほ

か９事業　2505万円

※第３回定例会（９月）

　地域振興プレミアム付商品券発行

事業補助金ほか７事業　5584万円

事　　業　　内　　容 充　当　額

葬斎場飛沫防止パーティション 9万円

病院運営交付金（エアコン整備） 75万円

中小企業緊急経営支援給付金給付 2409万円

イベント中止に伴う事業者緊急支援給付金給付 170万円

修学旅行キャンセル料（小・中学校） 109万円

（１万円未満切り捨て）

次のページは「常任委員会」
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問

今
後
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー

に
移
行
す
る
が
、
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
の
交
換
は
い
つ
か
。

答

目
安
は
８
年
に
１
回
で
、

昨
年
交
換
し
た
。
令
和

９
年
度
に
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー

へ
移
行
予
定
の
た
め
、
無
駄

の
な
い
よ
う
に
す
る
。

問

広
尾
町
は
他
町
よ
り
ご

み
の
水
分
が
多
い
が
、

何
か
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。

答

他
町
村
の
取
組
は
今
後

調
査
し
、
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
は
広
報
紙
で
の

特
集
掲
載
な
ど
を
検
討
す
る
。

ごみ処理の現況と
　リサイクルの取組は

～南十勝環境衛生センターを視察～

総務常任委員会

委員長　旗手恵子　副委員長　北藤利通

調査日　令和３年７月26日

　常任委員会　所管事務調査
　

南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
南
十
勝
複
合
事
務
組
合
所

管
）
の
視
察
を
行
い
、
施
設

の
概
要
や
業
務
内
容
、
ご
み

処
理
の
現
状
等
に
つ
い
て
セ

ン
タ
ー
所
長
、
町
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

広
尾
町
の
ご
み
の
量

　

広
尾
町
の
ご
み
排
出
量
は

全
体
と
し
て
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
主
な
要
因
は
人

口
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
町

民
１
日
１
人
当
た
り
の
排
出

量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

内
訳
は
、
燃
え
な
い
ご
み

や
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
大
型

ご
み
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、

特
に
生
ご
み
は
、
漁
業
の
町

で
あ
る
と
い
う
地
域
性
も
相

ま
っ
て
、
他
町
と
比
べ
て
ご

み
の
水
分
が
多
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

減
量
化
へ
の
取
組

　

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
に
は
、
消
費
の
過
程
で
廃

棄
物
の
発
生
量
を
抑
え
、
環

境
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
①
買
い
物
の
際

は
エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
用
す
る
、

②
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
、
家

庭
で
の
ご
み
を
な
る
べ
く
減

ら
す
、
③
生
ご
み
は
水
切
り

を
徹
底
す
る
、
な
ど
町
民
一

人
ひ
と
り
が
消
費
者
の

立
場
で
、
不
要
な
消
費

や
過
剰
包
装
を
減
ら
す

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
も
重
要
な
取
組

の
一
つ
で
あ
り
、
資
源

回
収
率
向
上
の
た
め
、

町
と
し
て
は
、
引
き
続

き
広
報
紙
や
防
災
無
線

等
で
「
正
し
い
ご
み
の

出
し
方
」
の
周
知
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
地
視
察

　

南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
、
ご
み
処
理
の
方

法
等
の
説
明
を
受
け
た
。

　

毎
日
、
車
で
約
１
０
０
台

の
ご
み
の
持
ち
込
み
が
あ
り
、

ご
み
の
出
し
方
で
は
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
や
キ
ャ
ッ

プ
を
取
り
、
洗
浄
し
て
出
す

こ
と
で
虫
が
寄
り
に
く
く
な

る
。
ま
た
、
紙
パ
ッ
ク
は
切

り
開
い
て
洗
浄
し
て
出
す
こ

と
、
新
聞
・
雑
誌
・
紙
パ
ッ

ク
は
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

粗
大
ご
み
等
は
飛
散
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

「正しいごみ出し」でリサイクルを「正しいごみ出し」でリサイクルを

ごみ排出量の推移

4000

3000
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1000

0

1200

1066 1089
1134

1000

800

600

400

200

0

（g）（t）

H26 H30 R2 （年度）

ごみ排出量合計（t） 1日1人当たり排出量（g）

28432843
26662666 26582658
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調査日　令和３年７月30日

ひろお

産業常任委員会

委員長　渡辺富久馬　副委員長　浜野　隆

新規就農の実態は
～農林人材育成支援センターを視察～

　

農
林
人
材
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
の
改
修
状
況
を
視
察
し
、

新
規
就
農
者
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
後
、
新
規
就
農
の

実
態
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

新
規
就
農
の
経
過

　

新
規
就
農
者
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
10
年
間
で
24
件
と

な
り
、
う
ち
新※

規
学
卒
及
び

Ｕ※

タ
ー
ン
就
農
者
は
比
較
的

順
調
だ
が
、
対
策
の
柱
と
し

て
い
る
新※

規
参
入
者
は
４
件

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

就農希望者へのサポートが重要就農希望者へのサポートが重要

農
業
の
現
状
と
課
題

　

広
尾
町
の
農
業
は
、
冷
涼

な
気
象
条
件
や
豊
富
な
清
流

を
生
か
し
、
地
域
を
支
え
る

基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
度
か

ら
10
年
間
の
離
農
戸
数
は
26

戸
で
あ
り
、
生
産
現
場
で
は

離
農
が
続
い
て
い
る
た
め
、

次
世
代
の
担
い
手
が
将
来
に

希
望
を
持
て
る
政
策
の
確
立

が
不
可
欠
で
あ
る
。

新
規
就
農
の
支
援
策

①
受
入
体
制
づ
く
り

■ 

農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー

　

専
門
員
に
よ
る
就
農
希

望
者
へ
の
情
報
提
供
や
相

談
業
務
、
配
偶
者
対
策
等
。

■ 

広
尾
町
農
政
推
進
協
議
会

　

農
業
生
産
対
策
、
経
営

対
策
、後
継
者
対
策
等
。

■ 
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
農
業
未

来
ラ
ボ

　

就
農
研
修
の
企
画
・
受

入
や
研
修
か
ら
就
農
後
ま

で
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制

づ
く
り
。

②
各
種
財
政
的
支
援
策

■ 

長
期
農
業
研
修
時
支
援
（
国

事
業
）

　

農
業
技
術
及
び
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
取
得
の
た
め
研
修
に
専

念
す
る
就
農
希
望
者
を
支
援
。

■
就
農
時
支
援（
国
・
町
事
業
）

　

国
で
は
、
経
営
リ
ス
ク
を

負
う
新
規
就
農
者
の
早
期
経

営
安
定
化
を
支
援
。

　

町
で
は
、
新
規
就
農
者
誘

致
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

に
基
づ
く
奨
励
金
等
を
支
給
。

③
農
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

　

農
林
人
材
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
、
８
月
下

旬
に
受
入
を
開
始
。
全
国
か

ら
人
が
集
ま
る
次
世
代
型
の

楽
し
い
農
業
の
確
立
を
目
指

す
。
体
験
研
修
で
年
間
１
５

０
人
の
利
用
を
見
込
み
、
実

践
及
び
就
農
研
修
で
は
年
間

入
所
者
６
人
を
目
標
と
す
る
。

今
後
の
展
望

　

魅
力
的
で
活
気
あ
る
農
村

社
会
へ
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
理
念
と
し
、
①
新
た
な
人

材
の
発
掘
と
育
成
、
②
中
小

家
族
経
営
の
体
力
強
化
、
③

円
滑
な
経
営
継
承
の
実
現
、

④
女
性
の
経
営
参
画
促
進
の

４
つ
の
取
組
に
、
国
や
道
の

事
業
を
組
み
合
わ
せ
、
効
果

の
最
大
化
を
図
る
。

問

新
規
就
農
の
初
期
投
資

が
１
億
円
と
聞
く
が
。

答

令
和
元
年
に
就
農
し
た

法
人
は
９
５
０
０
万
円
、

令
和
２
年
に
就
農
し
た
個
人

は
１
億
３
０
０
０
万
円
程
度

で
あ
る
。

問

女
性
経
営
者
は
い
る
の

か
。

答

法
人
で
１
戸
。
女
性
で

経
営
を
目
指
す
人
は
多

い
。

新規就農者数の推移

年　度

新　規　就　農　者　数

新規学卒 Ｕターン 新規参入 計
うち農家出身

Ｈ23～Ｈ27 5 5 2 1 12

Ｈ28 1 1

Ｈ29 1 1

Ｈ30 1 1

Ｒ１ 1 3 1 1 5

Ｒ２ 2 1 1 4

合　計 10 10 4 2 24

次のページは

「議員協議会（第５次行革）」

　常任委員会　所管事務調査

※新規学卒
農家出身で学校を卒業後直ちに、又は卒業後に研修を経て就農した者

※∪ターン
農家出身者で他産業に従事した後、就農した者

※新規参入
自ら農地を取得するなどして、新たに就農した者



広尾町議会だより　№200
20

第８回

議員協議会

8/17
持続可能な財政基盤の確立

取
組
の
経
過

　

「
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
」

の
計
画
期
間
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の

７
年
間
の
計
画
で
、
第
５
次

ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
２

年
度
ま
で
の
３
年
間
を
前
期

推
進
期
間
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
４
年

間
を
後
期
推
進
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
第
６
次
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
た
め
、
新
規
取
組

は
７
項
目
、
修
正
・
継
続
は

36
項
目
の
具
体
的
取
組
事
項

に
つ
い
て
、
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
民
11
人
を
委
員
と
す
る

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
、

追
加
の
概
要
や
後
期
の
新
規

取
組
な
ど
を
説
明
し
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

広
尾
町
の
将
来
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
尾
町
議
会
で
は
議※

員
協
議
会
を
開
催
し
、
説
明

を
受
け
た
後
、
内
容
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

・行政手続きの簡素化・効率化を図るため、押印を廃止しても支障のない

申請書類の押印を廃止（署名又は記名）

・各種委員会委員等の報酬の見直しなど

　（４時間を超える会議等の日額報酬は２日当分）

※前期で取り組めなかった事項については、後期で実施します

※議員協議会
地方自治法第100条第12項の規定に基づき、議案審査または議会運営に関する協
議または調整を行う場として会議規則により設置された会議。各議会により名称
は異なりますが、広尾町議会では「議員協議会」と称しています。
議員全員で構成し、議長が会議を招集しますが、議案の審議・議決は行いません

<主な行政改革（新たな取り組み）>

取 り 組 み
いつから

実施するか

内　　　容 効　果　額

ひとり親家庭等医療
給付の見直し

令和５年度

北海道と同様の所得制限とする

※�医療費の自己負担分の一部を

助成

〈削減額〉

Ｒ５年度

� ８５万円

Ｒ６年度

� ８５万円

介護福祉金の廃止 令和４年度

介護保険料の負担軽減を図るため、

一部の低所得者に扶助していま

したが、低所得者には保険料軽

減の負担金もあることから廃止

　一人（年額）８０００円� ０円

〈削減額〉

Ｒ４年度

� １02万円

Ｒ５年度

� １0２万円

Ｒ６年度

� １0２万円

年末年始休日の見直し 令和４年度

役場の閉庁日の見直し

　　現行　１２月３１日�～�翌年１月５日

　　　　　　　　　　
　　改正　１２月２９日 ～ 翌年１月３日

重度心身障害者医療
給付の見直し

令和５年度

北海道と同様の所得制限とする

※�医療費の自己負担分の一部を

助成

〈削減額〉

Ｒ５年度

� ７５万円

Ｒ６年度

� ７５万円

前期の行政改革（H30～R2の３年間）

効果額は 約2.4億円

町民からの意見公募
７/１～20実施
提出された意見は
３件ありました

（町広報９月号に掲載）

他には・・・

率的な行財政運営に
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（億円）

40

30

20

10

0

-10
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

22.07 21.20
19.17 19.18 17.97

31.50

27.67
26.40 25.14 24.15 22.70

20.15
17.18

14.76
11.42 11.49

0

-3.83
-1.27 -1.26 -0.99

歳入歳出差引

行革大綱策定時見込
基金残高見込

こ
こ
が

聞
き
た
い
！

第５次

行政改革

（後期）

※実線　行革大綱取組による実績及び見込（令和３年５月現在）

※破線　行革大綱策定時見込（平成29年８月現在）

年
末
年
始
休
日
の
見
直
し

問

町
民
の
不
便
と
な
ら
な

い
よ
う
十
分
考
慮
し
検

討
し
て
は
。

答

各
関
係
団
体
に
は
大
き

な
影
響
が
な
い
と
確
認

し
て
い
る
。
休
日
を
変
更
す

る
こ
と
で
国
や
北
海
道
の
機

関
等
と
の
連
動
が
期
待
で
き
、

十
勝
管
内
の
町
村
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

町
民
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
丁
寧
な
説
明
を
す
る
。

組
織
機
構
の
見
直
し

問

平
成
29
年
９
月
の
行
政

改
革
大
綱
で
は
、
具
体

的
な
課
の
再
編
が
示
さ
れ
て

い
た
。
後
期
（
案
）
は
、
令

和
３
年
度
以
降
随
時
見
直
し

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
。

答

現
状
で
は
具
体
的
な
課
・

係
の
統
廃
合
は
な
い
。

随
時
相
談
し
組
織
の
見
直
し

を
図
る
。

職
員
給
与
の
適
正
な
管
理

問

平
成
19
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
給
料
の
独
自
削

減
を
し
て
い
た
が
、
本
町
は

人
事
院
勧
告
を
遵
守
し
、
継

続
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答

町
の
基
本
姿
勢
は
、
人

事
院
勧
告
を
遵
守
す
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
強

化
に
取
り
組
む
具
体
策
は
。

答

①
使
い
道
の
情
報
公
開
、

②
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

充
実
、
③
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
。

問

返
礼
品
確
保
に
不
安
定

要
素
が
多
い
と
あ
る
が
、

課
題
と
解
決
策
は
。
ま
た
、

歳
出
抑
制
の
考
え
は
。

答

毛
ガ
ニ
や
イ
ク
ラ
な
ど

の
季
節
的
な
返
礼
品
は
、

好
不
漁
の
影
響
が
あ
り
、
価

格
の
安
定
化
も
課
題
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
安
定
し
て
確

保
で
き
る
返
礼
品
の
種
類
を

充
実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
コ

ス
ト
意
識
を
常
に
持
ち
、
事

務
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問

到
達
目
標
の
件
数
と
寄

附
金
額
は
実
績
値
と
乖

離
し
て
い
る
が
。

答

目
標
数
値
に
近
づ
け
る

よ
う
事
務
事
業
を
見
直

し
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
に
努
め
る
。

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し

問

コ
ロ
ナ
禍
で
各
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
し
て
い
る
が
、

住
民
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
満
足

度
や
意
見
を
聴
い
て
は
。

答

過
去
３
年
間
で
60
事
業

の
評
価
を
し
た
。
そ
の

評
価
作
業
に
住
民
参
加
を
導

入
で
き
る
か
検
討
す
る
。

基
金
残
高
の
見
込
み

問

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
防

災
公
園
の
整
備
な
ど
が

計
画
さ
れ
、
ま
た
、
港
湾
借

換
債
の
償
還
額
が
増
大
す
る

が
、
財
政
状
況
の
見
通
し
は
。

答

予
期
せ
ぬ
社
会
現
象
や

災
害
、
感
染
症
対
策
な

ど
考
慮
し
、
第
５
次
行
政
改

革
終
了
後
も
引
き
続
き
堅
実

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

今後の収支・基金（貯金）残高の見込み

・令和２年度から令和６年度までの減少額は7.35億円
・令和６年度から令和11年度までの減少額は12.73億円
※令和７年度以降減少幅が大きくなる
　港湾借換債の償還額が増大していくことが一因

次のページは

「特集『200号 51年の歩み』」

豊かで安心して暮らせるまちづくりのために豊かで安心して暮らせるまちづくりのために

より効



広尾町議会だよりが200号の節目を迎えました。
昭和46年12月の創刊から51年。紙面サイズの見
直しなど、時代の流れとともに歩んできた議会広
報紙を振り返ってみました。
これからも、住民皆さまと議会を結ぶパイプ役とし
て、より親しみやすく、読みやすい紙面を目指して
歩みを進めていきます。

創刊号

171号

177号

182号

54号

173号

131号

99号

194号

200号

105号

66号昭和46年12月
「広報 広尾町議会」B5版でスタート

議会の審議

内容など

全14頁でお知らせ

３年間

フェリー就航

今のサイズに変更

さーたちゃん初登場～！

ページレイアウトもリニューアルしたよ

昭和60年9月
名称変更「ひろお議会だより」

昭和63年9月
”十勝海洋博覧会”開催

平成8年12月
十勝港新時代スタート

平成16年12月
表紙を変更

平成27年6月
表紙を変更

平成28年5月
高校生議会の特集号発行 平成26年12月

「さーたちゃん」着ぐるみ初披露

令和3年12月
200号（記念号）発行

令和2年6月
現在の議会体制がスタート

平成29年6月
議会報告会の表紙

平成10年6月
カラー表紙でA4版に

200号を記念して

ツリーくんと

さーたちゃんが

紹介するよ！

これからも議会だよりをよろしくね！200号
51年の歩み

広尾町議会だより
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広尾町議会だよりが200号の節目を迎えました。
昭和46年12月の創刊から51年。紙面サイズの見
直しなど、時代の流れとともに歩んできた議会広
報紙を振り返ってみました。
これからも、住民皆さまと議会を結ぶパイプ役とし
て、より親しみやすく、読みやすい紙面を目指して
歩みを進めていきます。

創刊号
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54号

173号
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99号

194号

200号
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66号昭和46年12月
「広報 広尾町議会」B5版でスタート

議会の審議

内容など

全14頁でお知らせ

３年間

フェリー就航

今のサイズに変更

さーたちゃん初登場～！

ページレイアウトもリニューアルしたよ

昭和60年9月
名称変更「ひろお議会だより」

昭和63年9月
”十勝海洋博覧会”開催

平成8年12月
十勝港新時代スタート

平成16年12月
表紙を変更

平成27年6月
表紙を変更

平成28年5月
高校生議会の特集号発行 平成26年12月

「さーたちゃん」着ぐるみ初披露

令和3年12月
200号（記念号）発行

令和2年6月
現在の議会体制がスタート

平成29年6月
議会報告会の表紙

平成10年6月
カラー表紙でA4版に

200号を記念して

ツリーくんと

さーたちゃんが

紹介するよ！

これからも議会だよりをよろしくね！200号
51年の歩み

広尾町議会だより
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次のページは

「議会日誌・ぎかいトピックス」
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議会活動日誌
令和３年９月～11月

22日　十勝町村議会議長会役員会（テレビ会議）
25日　十勝圏活性化推進期成会臨時総会（帯広市）
　　　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
29日　第７回広尾町議会臨時会

【９月】
１日　第９回議員協議会
　　　第５回議会運営委員会
７日　第３回広尾町議会定例会（～16日）
16日　第10回議員協議会
　　　議会広報編集会議

【10月】
３日　町内会連合会創立40周年記念式典
５日　第６回広尾町議会臨時会
　　　第11回議員協議会
18日　南十勝町村議会議員研修会
19日　中川ゆうこ出陣式（帯広市）
21日　第４回総務常任委員会
26日　産業常任委員会行政視察（士幌町、上士幌町）
　
【11月】
５日　第12回議員協議会
９日　議会広報編集会議
16日　第４回議会広報特別委員会

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、令和
３年第４回定例会までの閉会中に、次の所
管事務調査を実施します。

◇総務常任委員会
① GIGA（ギガ）スクールの現状と課題について
◇産業常任委員会
①道の駅の開設経過と地場産品の情報発信につ
いて

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項に
ついて

③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　小田雅二議員は町議会議員として25年以上在職し、議会制度の高揚と地域の振興及び住民福祉の向上など地
方自治の発展に寄与貢献した功績が認められ、このほど北海道町村議会議長会から表彰されました。

　南十勝町村議会議員研修会を、新型コロナウイルス感染症対
策を実施のうえ児童福祉会館で開催し、本町から10人の議員と
議会モニター１人が参加しました。
　今年は、地域社会・経済等の諸情勢を的確に把握し、地域課
題についての情報交換を行うため、環境省帯広自然保護官事務
所 自然保護官の山北育実氏を講師に迎え、「日高山脈襟裳地域
の国立公園指定について」をテーマに講演が行われました。

※議員から提出されたレポートは、町ウェブサイトに掲載しています。

６／10 北海道議長会から表彰

10／18 南十勝町村議会議員研修会を開催

広尾町議会から町民の皆様へお願いです

①議場ではマスクを着用し、出入りの際には手指の消毒をしてください。

②傍聴席では間隔をあけてご着席ください。

③体調が良くないときは、傍聴をお控えください。

※町ウェブサイトから議会中継を見ることができます。

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」

ＱＲコード

過去の
録画中継も
見れるよ


